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20春の組織拡大
月間

（３月準備期
間・４月～５

月）

で必らず組織前
進を

作りだそう！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
東

京
（
略
Ｃ
Ｕ
東
京
）
は
、
2
0

2
0
年
を
14
支
部
1
3
5
0
人

で
迎
え
ま
し
た
。

就
業
者
が
年
々
増
加
し
、
と

り
わ
け
高
校
生
・
大
学
生
、
女

性
、
70
、
80
代
の
高
齢
の
労
働

者
が
増
え
、
労
働
相
談
も
多
様

に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
の

相
談
も
ア
ジ
ア
系
だ
け
で
な

く
、
ア
メ
リ
カ
人
、
イ
ス
ラ
エ

ル
人
、
ロ
シ
ア
人
と
広
が
っ
て

い
ま
す
。
前
大
会
の
相
談
件
数

は
3
8
9
件
に
及
び
ま
し
た
。

一
人
一
人
の
労
働
者
に
寄
り

添
う
活
動
は
、
相
談
体
制
の
強

化
が
切
実
で
す
。
今
、
70
人
余

の
相
談
員
で
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
少
な
く
と
も
倍
化
が
必
要

で
す
。
早
期
に
1
0
0
人
の
相

談
員
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
組

織
拡
大
数
で
は
1
5
0
0
人
を

目
指
し
て
い
ま
す
が
、
早
期
に

到
達
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

7
月
12
日
の
第
12
回
定
期
大

会
に
む
け
て
、
春
の
組
織
拡
大

は
重
要
で
す
。
Ｃ
Ｕ
東
京
の
活

動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
労
働
相
談

の「
駆
け
込
み
寺
」の
役
割
を
、

東
京
全
域
で
果
た
す
に
は
、
現

在
の
14
支
部
で
は
足
り
ま
せ

ん
。
支
部
の
確
立
が
必
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。
春
の
組
織
拡
大

月
間
で
位
置
づ
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
2
月
20
日
の
東

京
地
評
の
組
織
拡
大
月
間
の
出

陣
式
に
呼
応
し
、
出
足
早
い
意

思
統
一
を
す
す
め
ま
す
。
3
月

に
Ｃ
Ｕ
東
京
の
決
起
集
会
・
出

陣
式
を
開
催
し
ま
す
。
個
人
加

盟
地
域
労
組
の
役
割
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
協
力
・
支
援
の
輪
を
広

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
京
医
労
連
に
は
正
規
加
盟

で
約
80
の
単
位
労
働
組
合
が
あ

り
ま
す
が
、
組
織
拡
大
と
世
代

交
代
が
上
手
く
進
ま
ず
、
苦
戦

を
し
て
い
る
組
合
も
多
く
あ
り

ま
す
。

こ
の
間
の
取
り
組
み
と
し
て

は
重
点
組
合
を
決
め
、
朝
宣
伝

や
退
勤
時
間
調
査
、
ユ
ニ
オ
ン

カ
フ
ェ
な
ど
組
合
の
顔
が
見
え

る
行
動
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
少
な
い
人
数
で
行
動
す
る

と
大
変
で
す
が
、
み
ん
な
で
や

れ
ば
元
気
が
で
ま
す
。

支
援
を
受
け
な
が
ら
朝
宣
伝

等
を
行
っ
て
い
る
組
合
で
は
、

相
談
も
増
え
、
拡
大
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

東
京
医
労
連
で
も
2
月
〜
5

月
を
「
春
の
拡
大
月
間
」
と
し

て
取
り
組
み
を
強
め
て
い
き
ま

す
。2

月
か
ら
4
月
ま
で
は
ま
さ

に
「
春
闘
」
で
す
。
職
場
の
さ

ま
ざ
ま
な
声
を
集
め
、
要
求
を

作
り
、
交
渉
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
職
場
で
の
対
話
が

大
切
で
す
。
今
年
は
パ
ー
ト
・

有
期
雇
用
労
働
法
改
正
も
あ

り
、
非
正
規
で
働
く
仲
間
を
組

織
す
る
チ
ャ
ン
ス
。
「
あ
な
た

の
要
求
を
前
進
す
る
た
め
に
も

ぜ
ひ
組
合
に
入
っ
て
一
緒
に
運

動
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」

と
声
を
か
け
拡
大
を
目
指
し
ま

す
。4

月
は
新
入
職
員
に
向
け
て

の
説
明
会
・
歓
迎
会
を
行
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
青
年
部
な
ど
も

支
援
に
入
り
、
組
合
員
拡
大
を

目
指
し
ま
す
。
「
春
だ
・
組
織

だ
・
賃
上
げ
だ
」と
い
う
事
で
、

職
場
で
の
対
話
を
積
極
的
に
取

り
組
み
、
組
合
員
を
拡
大
し
、

要
求
前
進
を
す
る
春
闘
を
。
み

な
さ
ん
、
と
も
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。

退庁時間調査と組織宣伝
を実施（20．1．12） 2019年秋の月間決起集会の様子

「
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
」

と
「
自
治
体
戦
略
2
0
4
0
構

想
」が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

20
年
国
民
春
闘
期
に
自
治
体

・
公
務
公
共
関
係
労
働
者
の
組

合
加
入
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る

こ
と
は
、
自
治
体
業
務
の
委
託

・
民
営
化
を
許
さ
ず
、
人
員
の

確
保
、
職
場
環
境
・
賃
金
労
働

条
件
の
改
善
の
闘
い
を
前
進
さ

せ
る
保
障
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
東
京
自
治
労

連
書
記
長
・
組
織
部
長
・
二
重

加
盟
役
員
等
会
議
を
1
月
20
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
喜
入
書
記
長
が
「
第

一
次
組
織
拡
大
・
強
化
中
期
計

画
の
最
終
年
の
年
、
増
勢
に
向

け
て
奮
闘
し
よ
う
」
と
、
開
会

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

自
治
労
連
共
済
か
ら
年
金
共

済
の
説
明
と
20
年
春
の
拡
大
月

間
時
の
共
済
拡
大
へ
の
訴
え
を

佐
藤
専
務
理
事
が
行
い
ま
し

た
。続

い
て
、
「
2
0
2
0
年
春

の
組
織
拡
大
月
間
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
方
針
を
田
原
企
画

組
織
部
長
が
行
い
ま
し
た
。「
職

場
懇
談
会
な
ど
職
場
活
動
を
重

視
す
る
。
雇
用
形
態
を
問
わ
ず

職
場
過
半
数
組
織
を
め
ざ
し
、

要
求
実
現
と
組
織
拡
大
を
車
の

両
輪
と
し
て
取
り
組
み
、
増
勢

を
目
指
す
。
と
り
わ
け
、
次
世

代
役
員
育
成
の
課
題
を
正
面
に

据
え
、
学
習
・
交
流
活
動
を
強

化
し
、
各
単
組
・
局
支
部
の
役

員
体
制
の
確
立
を
す
す
め
る
」

と
提
起
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
単
組
・
局
支
部
か

ら
目
標
と
計
画
の
決
定
に
向
け

た
準
備
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

2
年
連
続
で
組
織
後
退
を
し

ま
し
た
が
、
昨
年
は
基
礎
組
織

の
活
性
強
化
を
軸
に
後
継
者
世

代
の
育
成
や
地
域
事
業
所
組
織

化
、
現
場
労
働
者
組
織
化
の
取

り
組
み
か
ら
大
き
な
経
験
と
教

訓
が
引
き
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
教
訓
を
活
か
し
、
2
0
2
0

年
も
引
き
続
き
新
3
つ
の
組
織

活
動
（
群
・
分
会
の
活
性
強
化

と
後
継
者
育
成
、
地
域
事
業
所

組
織
化
、現
場
従
事
者
組
織
化
）

を
発
展
さ
せ
ま
す
。
ま
ず
組
織

増
勢
の
土
台
と
な
る
、
春
一
番

拡
大
か
ら
春
の
拡
大
月
間
を
見

据
え
た
取
り
組
み
に
向
け
、
1

月
現
勢
の
2
・
5
％
目
標
の
到

達
か
ら
、
春
の
月
間
は
4
・
0

％
目
標
達
成
め
ざ
し
ま
す
。

2
月
の
機
関
会
議
で
は
、
目

標
達
成
の
構
え
を
つ
く
り
、
行

動
体
制
・
計
画
を
い
ち
早
く
確

立
し
、
そ
し
て
、
春
一
番
の
時

期
は
、
税
金
・
労
働
保
険
の
相

談
な
ど
仲
間
と
つ
な
が
る
機
会

が
増
え
ま
す
。
こ
の
仲
間
が
大

勢
に
集
ま
る
機
会
を
充
分
に
活

か
し
、
仲
間
の
悩
み
を
聞
き
取

り
、
同
時
に
悩
ん
で
い
る
未
加

入
従
事
者
が
い
な
い
か
把
握
し

ま
す
。
そ
し
て
建
設
産
業
の
基

幹
シ
ス
テ
ム
と
な
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

（
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
）
の

推
進
へ
事
業
者
・
労
働
者
に
働

き
か
け
、
同
時
に
働
き
方
改
革

の
対
応
相
談
、
現
場
従
事
者
の

多
数
派
形
成
か
ら
産
業
民
主
化

に
向
け
、
現
場
内
外
の
た
た
か

い
（
現
場
宣
伝
と
現
場
拡
大
）

を
大
き
く
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
と
く
ら
し
の
要

求
を
実
現
す
る
に
も
国
民
本
位

の
政
治
に
取
り
戻
す
た
め
に

も
、
春
の
大
運
動
の
成
功
が
か

か
せ
な
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

オリンピック現場アクアティッ
クスセンターの事故防止を周
知、労働環境に不安がある場合
の相談窓口は「東京土建」と宣伝

1月20日に開催された
書記長・組織部長・二
重加盟役員等会議

が
参
加
し
ま
し
た
。
経
済
学

者
の
山
家
悠
紀
夫
さ
ん
が
、

「
日
本
経
済
の
30
年
と
は
な

ん
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
打
開

の
方
向
」
と
題
し
た
記
念
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
東
京
地

評
・
白
滝
誠
副
議
長
が
代
表

世
話
人
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

【
首
長
選
挙
の
結
果
】

八
王
子
市
長
選
挙

1
月
26
日
投
票
で
行
わ

れ
、
八
王
子
労
連
、
東
京
地

評
が
推
薦
し
た
白
神
ゆ
り
子

氏
は
、
4
7
、
4
2
6
票（
得

票
率
は
32
・
75
％
）
を
獲
得

し
、
健
闘
し
た
も
の
の
及
び

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
選
は
石

森
孝
志
氏
（
現
職
3
期
目
。

7
8
、
3
7
2
票
）

府
中
市
長
選
挙

1
月
26
日
投
票
で
行
わ

れ
、
府
中
労
連
、
東
京
地
評

が
推
薦
し
た
目
黒
重
夫
氏

は
、
1
9
、
8
0
5
票
（
得

票
率
は
29
・
70
％
）
を
獲
得

し
、
健
闘
し
た
も
の
の
及
び

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
選
は
高

野
律
雄
氏
（
現
職
3
期
目
。

4
6
、
8
7
0
票
）

労
働
相
談
体
制
を
強
化
し
、

一
人
一
人
に
寄
り
添
う
活
動
を

春
の
組
織
拡
大
月
間
に
向
け

て
組
織
担
当
等
会
議
を
開
催

東京
自治労連

ＣＵ
東京

春
だ
、組
織
だ
、賃
上
げ
だ
の

運
動
で
組
織
前
進
を
め
ざ
す

東京
医労連

組
織
拡
大
運
動
と
要
求
運
動
を
結

合
さ
せ
て
組
織
増
勢
を
す
す
め
る

東京
土建


